
 

現在、Ethernet 網で構築されたストリーミングネットワークでは、データのバースト性により、中継ルータ等でデー

タのオーバーフローや遅延が発生することが問題となっています。サービス劣化に繋がるこのバーストデータを正確

に捉えることが、ネットワーク構築およびトラブルシューティングでは必要になってきます。ストリーミング配信サービ

スでの評価・検証の測定例として、MD1230/MP1590ファミリの高分解能測定機能によるバースト測定を紹介します。

Triple Playサービスを支えるアンリツのテストソリューションの一例です。 

 ストリーミング配信ネットワーク構成図 
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1. はじめに 

VoD (Video on Demand)や IP-TVマルチキャストストリ

ーミング配信といったハイビジョン映像サービスが拡大し

ています。これら映像配信サービスでは、サービス品質

(QoS)の保証が欠かせません。そのためには、ネットワー

ク構築時の設計検証および障害発生時のトラブルシュー

ティングにおいて、QoS を劣化させる問題の対策として、

原因を詳しく検証する必要があります。 

 

2. アプリケーション 

アンリツの MD1230B-20/MP1590B-20 Application 

Traffic Monitorを使えば、既存の測定器では捉えることが

できなかったバーストデータを 1ms の高分解能でモニタし

て、各トラフィックをアプリケーションごとにオシロスコープ

的にリアルタイムな時間軸で表示し、詳細な原因解析を行

えます。 

 

図 1: MD1230Bでのリアルタイムバースト測定 

サーバが接続された直後またはバーストデータにより

問題が発生していると思われるネットワークの直前のルー

タ等で、データを取り出し解析します。あるいは、

MD1230Bをスルーモードに設定し、解析したいネットワー

クの間に接続してデータを解析します。Application Traffic 

Monitor はリアルタイム測定が行えますので、Out of 

Service の解析だけで無く、インサービスでの解析が可能

です。 
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《測定例》 

 各ストリーミングのアプリケーション毎評価 

ストリーミングサーバは、サーバ毎に異なった送り方を

します。また、中継ルータの処理能力や送られてくる他の

データ量に関係なくデータを送信します。そのため、映像

が高画質になればなるほど、映像の乱れの原因となるデ

ータのオーバーフローや遅延が発生する可能性がありま

す。もし、複数のバーストが同時に発生した場合やマルチ

キャストルータにて出力コピーが行われてデータ量が増え

た場合は、データ廃棄(パケットロス)やデータ遅延が発生

する可能性があります。 

 
 

 

平均では 300 M bit/s程度だが、最大ピークは 780 M bit/sまで出ているため、

帯域割り当てとしては、500 M bit/sでは足りないことがわかる。 

 
図 2: VoDサーバ送信観測例 

 

 

 

最大ピークは 430 M bit/sまで出ているため、帯域は 500 M bit/s必要だが、平均では 60 M 

bit/s程度なので、シェービングして送信することで、帯域を有効利用できることがわかる。 

 

図 3: TV会議用ストリーミングサーバ送信観測例 

 

サービスの品質を上げるためには、各サーバのスト

リーミングネットワークにおける最大トラフィックを直接

観測した結果を基に、ネットワークを必要な帯域まで拡

大するか、受信部のバッファを追加するか、または、送

信部でデータをシェービングするという対策が必要とな

ります。あるいは、データが優先されるように優先度を

あげて送信するという方法も考えられます。これら原因

追求&対策により、QoSが保証されます。 

 

3. 応用例～ネットワークの事前検証 

 パケットロスやデータ遅延対策の検証 

ネットワーク構築時、各ルータでのバッファメモリのデー

タ遅延分吸収能力やオーバーフロー発生時の帯域優先

機能を知っておくことで、ネットワーク構築後のトラブルを

避けることができます。MD1230Bでは、負荷を与えて、パ

ケットロスやデータ遅延を意図的に発生でき、バッファメモ

リの検証が可能です。また、負荷データの優先度を変更

することにより、オーバーフロー発生時の帯域優先機能の

検証ができます。 

 

4. 製品の特長 

・通常の 1 秒カウンタの 1000 倍の分解能である 1ms で

のリアルタイム測定が可能 

・スルーモードにより、Out of Service だけで無く、インサ

ービスでの解析も可能 

・QoS 評価として、アプリケーション毎の遅延、パケットロ

スをリアルタイムで同時に測定が可能 

 

5. まとめ 

MD1230/MP1590 フ ァ ミ リ は 、 Application Traffic 

Monitorを用いて、バーストデータを捉えることで、ストリー

ミングサービスにおけるバースト問題を解析できます。さら

に、ネットワーク構築時に事前にトラブルを予測でき、アプ

リケーションにあったシステムを構築することに役立ちま

す。QoS向上に貢献します。 

構成 Main Frame: MD1230B, MP1590B 

Plug-in Module: MU12031A※
1
/32A※

1 

Software version: Version 7.0以上 

オプション MD1230B/MP1590B-20 

 アプリケーショントラフィックモニタ 

※1: MU120131A/32Aでは、ポート 1～4のみで使用可能。 

 

6. オーダリングインフォメーション 

 MD1230B 

MD1230B データクオリティアナライザ 

MD1230B-20 アプリケーショントラフィックモニタ 

MU120131A 10/100/1000M イーサネットモジュール 

MU120132A ギガビットイーサネットモジュール 

 
 MP1590B 

MP1590B ネットワークパフォーマンステスタ 

MP1590B-20 アプリケーショントラフィックモニタ 

MU120131A 10/100/1000M イーサネットモジュール 

MU120132A ギガビットイーサネットモジュール 
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